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 スギの品種系統による抽出成分の特徴についての資料を得る目的で，鹿児島県産の代表的在来品種で
あるメアサスギのテルペノイド成分について調べ，これまで報告されている他品種のスギの分析例と比較し
た。 
 メアサスギの心材中にはセスキテルペノイドとしてはδ-cadineneとepicubenolが，ジテルペノイドとしてはferruginolと
sandaracopimarinolのそれぞれ２成分が比較的高い割合で含まれていた。cubebolsは非常に少ないか検出されず，こ
の点でヤクスギやオビスギ群の品種とは対照的であった。 

１． 緒  言 

 
 スギ材のテルペノイド成分については，最近長濱らの研究１ー４）によって，品種によっていくつかの特徴が
認められることが明らかになりつつある。また筆者らのこれまでの研究５）により，ヤクスギ材のテルペノイド
成分の特徴や樹幹内での分布等が明らかになってきた。 
 今回台風により倒れた，樹齢の高いメアサスギの試料を入手することができた。そこで代表的な県産在来
品種（いわゆる地杉）である，メアサスギのテルペノイド成分について分析し，スギ品種別のテルペノイド成
分の特徴を考察するための資料とした。 

 ２． 供試材料 

 
 供試したメアサスギは，鹿児島県姶良郡姶良町の八幡神社境内に植栽されていたもので，1996年８月14
日の台風12号により風倒した２本である。地際部分から円盤試料を採取し，樹皮側から30年輪ごとに分割
して抽出用試料とした。なお心材と辺材の両方を含む部分（31～60年輪の部分）では，さらに心材部と辺材
部とを分割した。 
 円盤試料の年輪数については表1に示した。 

表１ 供試円盤試料の年輪数

試料木Ａ 試料木Ｂ

全年輪数 ＞156 (樹心部腐朽) 182

辺材部年輪数 39 39

 試料木Ａについては，樹心部が腐朽していたため，正確な樹齢は決定できなかった。ただし今回供試した
２本のメアサスギは隣接して立っていたもので，同時期に植栽されたものと考えられることから，試料木Ｂと
同じ樹齢であろうと推定される。また辺材部の年輪数は円盤内の方向によって若干の幅があったが，表１
に示した数字は，分割して抽出に供した部位におけるものである。 

３． 実験方法  

 
３．１ ヘキサン抽出 
 30年輪ごとに分割した試料から，心材部分を以下の実験に供した。 
 各試料をマッチ軸大に小割りして，室内で風乾後ヘキサン抽出した。すなわち１lの三角フラスコに小割り
した試料10g（風乾重量）を取り，これにヘキサン200mlを入れて室温で1週間以上抽出した。さらに溶媒を交
換して同様に抽出し，２回分の抽出液を合わせて，ロータリーエバポレータにより，40℃以下でヘキサンを
除去して抽出物を得た。 
３．２ 抽出成分の分析 
 ヘキサン抽出物中のテルペノイド成分の分析は，ガスクロマトグラフにより，前報５）と同様の条件で行っ
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た。 

 ４． 実験結果および考察 

 
 心材部の各分割試料から得られたヘキサン抽出物について，ガスクロマトグラフによりテルペノイド成分
を分析した結果を表２に示した。 
 表２に示されるように，どの試料にも共通して高い比率で含まれていたのは，δ-cadineneとferruginolであり，つい
でepicubenolとsandaracopimarinolも比較的高い割合で含まれていた。逆にcedrolや，ヤクスギには比較的多く含まれて
いたRT=23.62の未確認物質はほとんど検出されなかった。 
 試料木Ａと試料木Ｂとの間の組成上の違いとしては，Ａからの試料はwiddrolが微量ながら検出されたこと
と，同じくＡからの試料の方が，abieta-7,13-dieneの含有率が高かったことが挙げられる。 
 産地や樹齢を同じくする２個体から得られた試料のみの分析であるので，今回の結果だけからメアサスギ
の特徴を考察するのは困難であるが，ヤクスギ（造林木や天然木）の分析結果５）と比較して最も異なってい
たのは，cubebols（4-epicubebolとcubebolの２成分）が極めて少なかったことである。特に試料木Ｂではほとんどの部位
でcubebolsが検出されなかった。 
 スギの品種別の材油成分の特徴について一連の研究を行っている長濱らの報告１ー４）によると，cubebolsは
オビスギ群の品種には高い割合で含まれているが，全国各地産のスギでは概して含有率は低い。ヤブクグ
リでは個体により含まれるものと含まれないものとがある。またこれらの研究より先，ヨシノスギの材油を分
析したShiehらの報告６）ではcubebolsの存在は報告されていない。従ってcubebols含有率が極めて低いことは，メア
サスギだけの特徴というわけではない。むしろcubebols含有率が極めて高いという点が，オビスギ群やヤクス
ギの特徴のひとつと言えるのかもしれない。 

 ５． 結  言 

 
 樹齢180年余りの２本のメアサスギの，心材に含まれるテルペノイド成分について分析し，以下のような結
果を得た。 
①今回分析したメアサスギの心材には，いずれの部位にも δ-cadineneとferruginolが最も高い比率で含まれおり，
 epicubenolとsandaracopimarinolも比較的高い割合で含まれていた。 
②cedrolはすべての試料で検出されず，cubebolsも極めて少ないか検出されなかった。 
③今回の結果に限って言えば，メアサスギはcubebols含有率が低く，この点でヤクスギやオビスギ群とは大きく
異なっている。ただしこのことはメアサスギに特有ではなく，むしろcubebols含有率が高いことがヤクスギやオビ
スギ群の特徴と言えるかもしれない。 
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